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（１）地震時の火災延焼被害想定について（静岡県第３次地震被害想定より） 

 ・静岡県第３次地震被害想定（平成 13 年 5 月）では、想定される東海地震が発生

した場合に各地域で予想される火災延焼について、その地域が持つ危険性を想定

しています。 

 ・各地域における建ぺい率、木造建物混成率、防火造建物混成率、耐火造建物混成

率などをもとに、地域で予想される延焼速度を算出しています。 

 
 
 
 
 

ポイント①：都市型災害の減災について 
資料①-2

今回の現場確認箇所
（三組町周辺） 

木造建物がほとんど存在しない地域
が多く、延焼拡大する危険性はかなり
低い。

木造建物がある程度存在するものの、

空地が多いため、延焼拡大する危険性

は低い。 

木造建物がある程度存在するものの、
空地又は耐火造建物等が多いことか
ら延焼拡大しても早期に焼け止まり、
大規模な延焼火災は発生しにくい。 

木造建物が多く存在するため延焼拡

大しやすいが延焼拡大しても地域内

で焼けどまりやすいと考えられる。 

木造密集地域であり建ぺい率も高い
ため、火災が発生すると延焼拡大を続
け、地域のほぼ全域が消失する危険性
がある。 

浜松市役所/中区役所 

（出典：浜松市ホームページより） 
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（２）耐震の備えと助成制度（浜松市ホームページより） 

・平成 7 年に起こった阪神・淡路大震災では、死者

およそ6,400人の約8割以上が建物の倒壊などに

よる圧死でした。また火災による死者の中にも、建

物などの下敷きとなって逃げられなかったり、倒壊

した建物やブロック塀などで道路がふさがれて消

火活動が遅れたことによるものが多く含まれてい

ると考えられます。 

・昭和 56 年 5 月 31 日以前の建築物は、旧耐震基

準で建てられているため、新基準で建てられたもの

に比べ、耐震性に劣ります。 

・浜松市では、人命・財産の被害を最小限とするた

めの対策の一つとして、『浜松市プロジェクト

TOUKAI（東海・倒壊）－0 総合支援事業』を創

設し、地震の際に危険な建物やブロック塀などの

耐震化の促進に取り組んでいます。 

 

 ①家の耐震化（木造の場合の例）※昭和 56 年 5 月 31 日以前に建築されたものが対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

ステップ１：専門家による無料耐震診断 

・希望者に「静岡県耐震診断補強相談士」を無料で派遣し、

簡単な耐震診断を行っています。 

・ご希望の方は電話で建築行政課までお申し込みください。 

ステップ２：補強計画の作成 

耐震補強工事に必要な補強計画を作成します。 

補強計画を作成するための費用に対し補助制度があります。 

ステップ３：耐震補強工事 

作成した補強計画に基づき、適切な耐震補強工事を行います。 

耐震補強工事に必要な費用に対し補助制度があります。 

■建物やブロック塀の倒壊被害例 

（阪神･淡路大震災） 

(出典：「阪神･淡路大震災被害調査報告書」 

(社)建設コンサルタンツ協会) 
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 ②ブロック塀 

【ブロック塀のチェック項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：浜松市ホームページより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

市が実施する事前の現地調査により、地震発生時に倒壊または転倒の

危険性があると判断された以下のブロック塀等 

・道路または避難地に面している  

・道路からの高さが 80cm 以上、かつブロック塀の場合は 3 段以上

危険なブロック塀等が避難地、避難路または緊急輸送道路に面してい

る以下のブロック塀等 

・避難地、避難路または緊急輸送道路に面している  

・容積率 400％以上の商業地域内の道路に面している 

ブロック塀等の 

撤去について助成が

あります 

ブロック塀等の 

造り替えについて助成

があります 

【市のブロック塀の撤去や造り替えへの助成制度の概要】 

高い方の地盤 

ブロック 1 段の
高さは 20cm 

低い方の地盤 

高さ 2m
以下 

高さ 2m

以下

道路 

側溝 

地盤 

控え壁 

3.2m 以下（ブロック 8 個以下） 

40cm 

40cm 
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（３）都市空間での避難時の心得 

 ①屋内

出典「暮らしと地震⑦」（平成 19 年 4 月、浜松市） 
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②屋外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典「暮らしと地震⑦」（平成 19 年 4 月、浜松市） 
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ポイント②：急傾斜地崩壊危険箇所・急傾斜地崩壊危険区域 

 

【急傾斜地崩壊危険箇所】 

・傾斜度 30 度以上で高さが 5ｍ以上の斜面のうち、土砂

が崩れた場合に人家等の被害が予想される警戒すべき箇

所のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

がけ崩れ

避難準備情報（テレビ、ラジオ、防災ホッとメール、ブログなど） 

⇒【要援護者】自主避難を始めましょう 

・特に、高齢者など避難に時間を要する人は、近くの避難所に避難を始める 

⇒【要援護者以外の人】 

 ・崖崩れや河川氾濫など、異常現象を発見したら区役所や消防署に連絡 

 ・避難準備（家族との連絡、非常持ち出し品の準備など） 

避難勧告（テレビ、ラジオ、防災ホッとメール、ブログなど） 

⇒【要援護者以外の人】避難を始めましょう 

 ・テレビ、ラジオ、防災ほっとメールにより避難勧告の発令があったら、 

すぐ避難所へ避難 

避難指示（テレビ、ラジオ、防災ホッとメール、ブログなど） 

⇒【要援護者以外の人】すぐに避難しましょう 

 ・避難が遅れた人はすぐに避難（市が開設した避難所やあらかじめ決めておいた知人宅へ）

⇒【避難所が遠い人】少しでも安全な場所へ移動 

・遠くに避難すると危険な場合、近くで強固な建物の上階へ避難 

 ・家の近くが危険な場合でも上階の山の反対側に移動 

●がけ崩れの前兆現象 

斜面に亀裂ができる 

小石が斜面からぱらぱらと落ちだす 

斜面から異常な音、山鳴り、地鳴りが聞こえる 

斜面にはらみがみられる 

普段澄んでいる湧き水が濁る 

水の吹き出しがみられる 

湧き水が急激に増加、もしくは湧き水が減少・枯渇する 

情報収集 

⇒テレビ、ラジオ等で気象情報（雨量等）をチェック 

 ・崖地の前兆現象に注意 

 ・雨量情報や土砂災害情報に注意します。 

1 時間 20㎜以上、 
降り始めてから 100 ㎜以上 
の降雨量になったら土砂災害に注意！
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【現場確認場所周辺の急傾斜地崩壊危険箇所／急傾斜地崩壊危険区域】 

・中区においては、三方原大地の丘陵地部分（概ね国道 152 号、国道 257 号）よ

り西側の丘陵地において、急傾斜地崩壊危険箇所などが数多く分布しています。 

・三方原大地は洪積台地（更新世の堆積物からなる比較的強い地盤）により形成され

ていますが、風化が進んでいる可能性もあり、注意が必要です。 

※詳細は第１回策定会議資料参照 

（出典：浜松市洪水ハザードマップ天竜川）

今回の現場確認箇所 

   急傾斜地崩壊危険箇所 

   急傾斜地崩壊危険区域※ 
※法律により、造成時には

知事の許可が必要な区域
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ポイント③：河川洪水に対しての避難行動について 

（１）馬込川 

【馬込川における避難情報の発令基準と避難行動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難指示（テレビ・ラジオ・防災ホッとメール・ブログなど） 

 ・松江観測所の水位が 3.9ｍ（はん濫危険水位）を記録 

 ・堤防本体の亀裂、大規模な漏水などが確認されたとき 

避難勧告（テレビ・ラジオ・防災ホッとメール・ブログなど） 

 ・松江観測所の水位が 3.4ｍ（避難判断水位）を記録 

 ・さらに水位の上昇が見込まれる状態 

 ・破堤につながるおそれのある堤防の漏水などが確認されたとき 

避難準備情報（テレビ・ラジオ・防災ホッとメール・ブログ・など） 

 ・松江観測所の水位が避難判断水位（3.4ｍ）に到達が見込まれる場合 

⇒【要援護者】避難を始めましょう 

 特に、要援護者など避難に時間を要する人は、近くの避難所や、 

自宅や隣接した建物などの２階以上へ避難をはじめます。（支援者も一緒に避難） 

⇒【要援護者以外の人】避難準備を始めましょう（家族と連絡、非常用持出品の準備等）

⇒【要援護者】避難中もしくは避難完了 

⇒【要援護者以外の人】指定避難所へ避難を始めましょう 

近くの避難所へ向かう、もしくは自宅や隣接した建物などの２階以上で待機します。

  ※歩行が危険な水位（流速が遅い場合は 50cm、早い場合は浸水深 20cm でも危険）

の場合は自宅等の 2 階以上への避難が安全 

・・・ 

避難準備情報

はん濫危険水位 

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

通常の水位 

3.1ｍ

3.4ｍ

3.9ｍ

2.2ｍ

避難勧告 

避難指示 

・・・ 

⇒避難完了（避難中の人は急いで避難所へ） 

⇒【避難していない人】すぐに避難を！ 

  近くにある建物の 2 階以上へ一時避難します。 

松江水位観測所の水位↓ 

情報は、自ら「テレビ」、「ラジオ」、「防災

ホッとメール」、「ブログ（市ホームページ）」

などから入手 

(避難判断水位への到達

が見込まれる場合) 
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【台風 15 号襲来時（平成 23 年 9 月 21 日）の状況】 

 

 
 
 
 
 
 
 

【台風 15 号襲来時の馬込川松江水位計の状況】 

 

 

日 時 情 報 状 況 

9 月 21 日（水）8:30 
・浜松市南部に「大雨洪水警報」

発令（気象台） 

 

9 月 21 日（水）14:00

・「避難勧告」発令 

・防災ホッとメール、ブログ

にて発信 

・テレビ、ラジオ等にて報道

中区の対象：馬込川周辺地域 

・曳馬地区、駅南地区、 

江西地区、江東地区 

はん濫危険水位を超えていた 
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【台風 15 号襲来時（平成 23 年 9 月 21 日）の避難勧告エリア（中区）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     馬込川 

     避難勧告エリア 

     避難所 

※浸水深の色分けは安間川・馬込川・新川の洪水ハザードマップによるものであり、

台風 15 号襲来時の被害とは異なります。 



 

11

【台風 15 号襲来時の航空写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上島緑地付近

竜禅寺小学校、南部中学校付近 
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（２）天竜川 

【天竜川における避難情報の発令基準と避難行動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難指示（テレビ・ラジオ・防災ホッとメール・ブログなど） 

 ・「はん濫危険情報」が発表になり、水位上昇が予想される（次頁参照） 

 ・中ノ町観測所の水位が 3.7ｍ（はん濫危険水位）を記録 

避難勧告（テレビ・ラジオ・防災ホッとメール・ブログなど） 

 ・「はん濫警戒情報」が発表になり、水位上昇が予想される（次頁参照） 

 ・中ノ町観測所の水位が 3.4ｍ（避難判断水位）を記録 

事前情報（防災ホッとメール・ブログなど） 

 ・浜松市南部に大雨、洪水警報（天気予報）が発表される 

 ・中ノ町観測所の水位が 2.5ｍを記録 

⇒避難準備を始めましょう 

特に、要援護者など避難に時間を要する人は、家族との連絡、非常用持出品の準備を始

めます。 

避難準備情報（テレビ・ラジオ・防災ホッとメール・ブログなど） 

 ・中ノ町観測所の水位が 3.1ｍを記録 

 ・このまま雨が降り続くと１時間後には避難判断水位に達し、「避難勧告」が発令される 

⇒【要援護者】避難を始めましょう 

 特に、要援護者など避難に時間を要する人は、近くの避難所へ避難をはじめます。（支

援者も一緒に避難） 

⇒【要援護者以外の人】避難準備を始めましょう（家族と連絡、非常用持出品の準備等）

⇒【要援護者】避難中もしくは避難完了 

⇒【要援護者以外の人】指定避難所へ避難を始めましょう 

  ①近くの避難所へ向かいます。 

  ②近くの避難所が、１階部分が浸水する避難所の場合・・・ 

   ⇒避難所へ移動中に突発的な洪水流に遭遇することを想定し、 「洪水時緊急避

難施設」や近くの頑丈な高い建物に逃げる心構えをして行動します。 

・・・ 

避難準備情報

はん濫危険水位 

避難判断水位

避難準備水位 

出動水位 

通常の水位 

3.1ｍ

3.4ｍ

3.7ｍ

2.5ｍ
事前情報 

避難勧告 

避難指示 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

⇒避難完了（避難中の人は急いで避難所へ）  

⇒【避難していない人】すぐに避難を！ 

  ・近くにあるできる限り頑丈な高い建物の上階へ一時避難します。 

はん濫警戒情報 

はん濫危険情報 

はん濫注意情報 

天竜川の洪水情報 

(国土交通省・気象庁) 

はん濫発生情報 

情報は、自ら「テレビ」、「ラジオ」、

「防災ホッとメール」、「ブログ（市

ホームページ）」などから入手 
↓中ノ町水位観測所（東区）の水位 
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【洪水予報】 

・国土交通省と気象庁から天竜川に関する予報が発表されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【逃げ遅れた時は･･･】 

●水の勢いに注意！ 

 ・水深が浅い場合でも、水の流れが速い場合は歩行が困難な状態になります。 

 ・水害時の死亡は屋外が半数以上･･･浸水した場所を通る際に流されるケースが多い 

 

●高い道路を通る！ 

 ・避難する場合はできる限り高い道路を通ります。 

 ・浸水箇所がある場合は、溝や水路、マンホールなどに注意します。 

 

●まずは命を守るための避難を！ 

 ・万一逃げ遅れた場合は、遠くの避難所へ行くより、近くにある強固な建物の２階以上に逃げ

る方が安全です。 

 

 

【浸水深の目安】 

 

 

 

予報の種類 発令の基準 

はん濫注意情報 はん濫注意水位に到達した時に発令 

はん濫警戒情報 
避難判断推移に到達した時、あるいは水位予測に基づき、はん濫

危険水位に達すると見込まれた時に発令 

はん濫危険情報 はん濫危険水位に到達した時に発令 

はん濫発生情報 はん濫が発生した時に発令 
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【天竜川洪水ハザードマップ】 

：避難所 

：洪水時緊急避難施設 


